
’
(1)平成29年1月1日 干葉身障 第249号

第249号

| 千葉市身障者福祉会
発行広報委員会

責任者飛嶋信行
第十八回千葉市障害者福祉大会

（ハーモニープラザにて）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
は
、
各
分

野
に
お
い
て
積
極
的
に
活
動

を
展
開
さ
れ
、
本
市
の
障
害

者
福
祉
の
充
実
・
向
上
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
夏
に
開
催

さ
れ
た
リ
オ
２
０
１
６
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
は
、

障
害
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
の

活
躍
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
と

『
新
年
の
ご
挨
拶
』
《

、

千
葉
市
長
熊
谷
俊
人

一

咄

と
も
に
多
く
の
ド
ラ
マ
が
生

ま
れ
、
感
動
さ
れ
た
方
も
多

い
と
存
じ
ま
す
。

本
市
は
、
東
京
２
０
２
０

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
お
け
る
４
競
技
の
会
場
都

市
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
市
民

の
皆
様
の
障
害
へ
の
理
解
が

一
層
浸
透
す
る
よ
う
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ア
ン
な
ど
に
よ
る
学

校
訪
問
や
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

の
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
様
々
な
普

及
啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
加
年
間
で
、

本
市
に
お
け
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
着
実
に
進
展
し

て
お
り
ま
す
が
、
法
定
サ
ー

ビ
ス
を
基
本
と
し
た
既
存
の

制
度
の
拡
充
の
み
で
は
対
応

が
難
し
い
課
題
も
抱
え
て
お

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
課
題
解
決
に
向

け
市
独
自
の
推
進
す
べ
き
施 ■

策
の
方
向
性
を
示
す
「
障
害

福
祉
施
策
に
係
る
中
長
期
指

針
」
を
、
貴
会
を
は
じ
め
関

係
団
体
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
平

成
別
年
３
月
の
策
定
に
向
け

て
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。今

後
と
も
、
障
害
福
祉
行

政
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組

み
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
あ
た
た

か
な
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
理
解
、
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
千
葉
市
身
体
障

害
者
福
祉
会
の
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
．
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
会
長
高
山
功
一

ｌ

会
員
、
ご
家
族
の
皆
様
、
又
、
こ
の
他
に
も
政
令
指

明
け
ま
し
て
お
目
出
と
う
御
定
都
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に

座
居
ま
す
。
新
し
い
年
の
始
は
当
会
か
ら
江
野
澤
監
督
他

め
を
ご
家
族
お
揃
い
で
迎
え
六
名
の
選
手
、
三
笠
宮
杯
品

ら
れ
ま
し
た
お
慶
び
を
心
か
川
ボ
ウ
リ
ン
グ
全
国
大
会
に

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
四
名
の
選
手
が
参
加
さ
れ
、

ま
た
、
は
か
ら
ず
も
体
調
を
全
国
の
仲
間
と
交
流
。
又
第

く
ず
さ
れ
て
い
る
方
は
く
れ
十
六
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ぐ
れ
も
ご
自
愛
さ
れ
－
日
も
シ
大
会
で
田
中
義
雄
選
手

早
い
回
復
を
お
祈
り
ま
す
。
（
Ｆ
Ｄ
遠
投
）
金
メ
ダ
ル
、
仲

さ
て
、
昨
年
も
福
祉
会
の
森
昌
子
選
手
（
卓
球
）
銀
メ
ダ

仲
間
が
各
分
野
で
大
活
躍
を
ル
を
獲
得
と
活
躍
さ
れ
た
。

さ
れ
ま
し
た
。
永
年
に
渡
り
文
化
部
門
で
も
千
葉
市
作

仲
間
の
た
め
に
我
が
身
の
障
品
展
で
長
谷
部
清
光
氏
が
手

害
を
乗
り
越
え
頑
張
ら
れ
た
工
芸
「
出
初
め
式
梯
子
乗
り
」

方
々
が
今
年
も
表
彰
さ
れ
ま
で
市
長
賞
、
目
谷
寿
美
子
さ

し
た
。
ん
が
刺
繍
「
五
年
目
の
ば
ら
」

十
月
二
十
九
日
、
林
四
郎
で
千
葉
日
報
賞
を
受
賞
。
戸

理
事
、
千
葉
市
社
協
会
長
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
主
催
「
全
国

賞
。
十
月
十
八
日
、
江
野
澤
障
害
者
写
真
・
書
道
展
」
で

清
孝
副
会
長
、
千
葉
市
長
表
阿
部
ち
い
さ
ん
が
書
道
で
金

彰
。
十
一
月
九
日
、
砂
原
時
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

男
理
事
、
千
葉
県
社
協
会
長
住
み
に
く
い
時
代
に
な
り

賞
。
十
一
月
十
五
日
、
松
岡
ま
し
た
が
コ
ッ
コ
ッ
努
力
を

多
喜
子
理
事
、
千
葉
日
報
社
す
れ
ば
い
つ
か
む
く
わ
れ
る

長
社
会
福
祉
賞
。
そ
し
て
十
こ
と
を
希
望
に
今
年
も
一
年

二
月
六
日
、
鳥
井
章
理
事
が
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
厚
生
援
会
員
、
ご
家
族
皆
様
の
ご

護
功
労
賞
及
び
天
皇
・
皇
后
多
幸
を
祈
念
し
念
頭
の
ご
挨

陛
下
拝
謁
の
栄
に
よ
く
さ
れ
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
。

「
新
年
の
ご
あ
い
さ
２

I

顧
問

三
瓶
輝
枝

会
長

高
山
功
一

副
会
長

江
野
澤

総
務
委
員
長

高
山

総
轄
委
員
長

江
野
澤

財
務
委
員
長

小
倉

組
織
委
員
長

烏
井

体
育
委
員
長

小
鴫

旅
行
委
員
長

砂
原

広
報
委
員
長

飛
鴫

結
婚
相
談
員

宮
武

野
澤

小小

諭
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

倉嶋

清春勇

孝夫明

陽信時勇 春情功

子行男 明章夫孝一

〈
理
事
〉

◎
花
見
川
区

花
島

石
川

◎
稲
毛
区

江
口

◎
中
央
区

卯
田
孝
子

松
岡
多
喜
子

永
井
政
枝

◎
若
葉
区

宇
山
和
男

嶌
田
み
つ
え

高
田
有
利

東
茂
昭

◎
緑
区林

四
郎

◎
美
浜
区

小
野
昭
光

杉
野
美
貞

佐
川
京
子

〈
会
計
監
事
〉

中
村
徹

十
川
政
枝

栄桂

巌 子三

〈
評
議
員
〉

◎
花
見
川
区

山
崎

◎
稲
毛
区

坂
尾

鈴
木

永
田

高
橋

木
村

坂
尾

。◎ ◎
若
葉
区

茂
木

荻
原

茂
木

荻
原

幸
子

鈴
木
弘
治

永
田
恒
男

高
橋
春
雄

木
村
ユ
ミ
子

◎
中
央
区

末
武
儀
一

谷
口
勝
信

畑
中
昌
子

武
藤
雅
子

田
中
義
雄

片
岡
文
江

野
田
友
子

緑
区

佐
久
間

村
田

美
浜
区

荒
川

士
屋

佐
藤

加え信
代い
子子輝 剛

重
子

弘雪 明
子子子
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演
奏
・
演
技
発
表
で
は
オ

れ
四
曲
目
の
「
ふ
る
さ
と
」

歌
で
参
加
し
盛
り
上
が
りシ

一

勺
一
口

一
争

一
一

●

誰

報
委
員
会
）

カ
リ
ナ
演
奏
が

で
は
会
場
も
一

ま
し
た
。
講
演

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ー
と
し
て
ご
活

て
い
る
イ
ル
カ

行
わ

緒
に

会
は

ラ
イ

躍
さ

さ
ん

球
の

し
ボ

界
を

話
を

約
一

れ
ま

準
備

会
役

申
し

由プの体卓車りポ県作渡最ん受り紹防主委まら成
第
十
八
回
「
千
葉
市
障
害
者
福
祉
大
会
」
は
平

二
十
八
年
十
二
月
三
日
（
土
）
九
時
二
十
分
か

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
」
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
高
山
功
一
実
行

員
長
の
開
会
宣
言
、
熊
谷
俊
人
千
葉
市
長
の

催
者
挨
拶
、
伊
藤
康
平
千
葉
市
議
会
保
健
消

委
員
長
の
ご
来
賓
祝
辞
に
続
き
、
来
賓
の
ご

介
。
又
、
各
障
害
団
体
の
活
動
の
紹
介
が
あ

ま
し
た
。

続
い
て
平
成
二
十
八
年
度
の
市
政
功
労
表
彰

賞
者
と
し
て
、
我
が
会
よ
り
江
野
澤
清
孝
さ

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
体
験
作
文
・
ポ
ス
タ
ー

優
秀
者
表
彰
で
は
熊
谷
市
長
が
表
彰
状
を
手

さ
れ
ま
し
た
。
涙
が
出
る
ほ
ど
暖
か
な
体
験

文
の
発
表
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
岩
手

で
開
催
さ
れ
た
「
第
十
六
回
全
国
障
害
者
ス

ー
ツ
大
会
」
千
葉
市
代
表
選
手
の
紹
介
が
あ

、
当
会
か
ら
は
田
中
義
雄
さ
ん
（
Ｆ
Ｄ
遠
投

椅
子
・
金
メ
ダ
ル
）
、
中
森
昌
子
さ
ん
（
一
般

球
聴
覚
・
銀
メ
ダ
ル
）
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

験
・
実
践
発
表
で
は
肢
体
不
自
由
児
者
父
母

会
か
ら
増
田
み
す
ず
さ
ん
に
よ
る
「
グ
ル
ー

ホ
ー
ム
に
暮
ら
す
の
も
い
い
な
と
思
う
理

」
と
題
し
て
体
験
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
又
、

中
森
昌
子
さ
ん
（

体
験
作
文
．

第
十
八
回
「
千
葉
市
障
害
者
福
祉
大
会
」

第
十
八
回
障
害
者
福
祉
大
会

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

年
末
評
議
委
員
会

平
成
二
十
八
年
度
の
年

末
評
議
委
員
会
は
十
二
月

四
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。飛

嶋
理
事
の
司
会
に
よ

り
開
会
、
小
嶋
副
会
長
の

開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、

高
山
会
長
よ
り
参
加
役
員

に
一
年
間
の
労
苦
に
対
し

て
労
い
の
言
葉
と
更
に
来

年
の
協
力
が
要
請
さ
れ
ま

し
た
。議

長
に
江
野
澤
清
孝
副

会
長
を
指
名
、
挨
拶
の
後
、

評
議
員
総
数
四
十
二
名
中
、

出
席
者
三
十
二
名
、
委
任

状
十
名
で
評
議
員
会
の
成

立
を
報
告
。

役
員
変
更
は
根
元
公
子

評
議
員
（
若
葉
区
）
が
逝
去

の
為
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

高
山
会
長
よ
り
、
二
十

八
年
度
の
事
業
・
行
事
の

報
告
、
小
倉
財
務
委
員
長

よ
り
会
計
の
現
況
報
告
が

あ
り
全
て
承
認
さ
れ
、
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
場
所

を
移
動
し
て
食
事
と
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し
み
、
来
年
度

が
更
に
良
い
年
で
あ
る
こ

と
を
祈
り
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。
（
広
報
委
員
会
）

証へ ま
し

道
路

｝
」
今
‐
《

１
１

の
方

内
さ

真
を

卜
で

な
が

て
、

た
。

利
貝

し
た

代
の

後
ニ

ド
さ

ん
の
説
明
を
受
け

た様たう通物をににもしん演代ま
0

お。ザリをし道し頂た楽しのし
た
。
当
時
の

火
起
こ
し
も

て
く
れ
、
皆

し
め
た
様
子

。
こ
こ
で
昼

き
、
貝
塚
を

ま
し
た
。
最

の
駅
に
寄
り

、
皆
さ
ん
買

楽
し
み
、
予

ハ
ー
モ
ニ
ー

に
到
着
し
ま

参
加
さ
れ
た

疲
れ
さ
ま
で

（
緑
区
役
員
）

区
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
集
合
場

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
に
は
参
加
者
二

員
時
間
に
遅
れ
る
事
無
く
集
合
、

高
山
会
長
か
ら
の
見
送
り
の
あ
い

き
、
バ
ス
は
ヤ
ク
ル
ト
エ
場
へ
と
向

た
。
前
日
ま
で
の
雪
や
雨
で
道
中
不

会 平

二
十
八
年
十
一
月
三

林し皆しプ定い道後後食でさ実時イ着時ま曾しにちル写案り場ﾉちりし頂に全る地

「
緑
区
地
区
会
』
報
告

へこり加ねス催大で日イラは水場日平障
お十まとてポの会開にンザ千泳で曜成害毎

年
恒
例
の
千
葉

者
ス
ポ
ー
ツ
＋

二
十
九
年
五
月

に
青
葉
の
森
陸

開
催
さ
れ
ま
す

、
ア
ー
チ
ェ
リ

葉
寺
の
ハ
ー
モ

で
の
開
催
で
す

グ
デ
イ
ス
ク
は

青
葉
の
森
陸
上

催
さ
れ
ま
す
。

は
十
月
に
愛
媛

第
十
七
回
全
国

－
シ
大
会
の
予

い
ま
す
の
で
大

応
援
を
お
待
ち

す
。
申
込
締
切

日
ま
で
に
各
地

願
い
し
ま
す
。

（
体
育
委
員
合

ポ
ー
ッ
大

琶区はし勢選障県ま競五。二1 。上上
旬
の

競
技

卓
球

競
技

－
プ

フ
ラ

月
別

技
場

た
本

で
開

害
者

を
兼

の
参

て
お

二
月

役
員

小
嶋

、

会
が
、

市
身
体

第
二
十
五
回

千
葉
市
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
体
育
委
員
会
）

役一て貸参ン店に成い大
員月お大し加グ五鎌ニボ会千

葉
市
身
体

の
第
七
十

ウ
リ
ン
グ

十
九
年
二

取
駅
前
の

階
の
ラ
ク

場
で
開
催

費
”
五
百

靴
三
一
百

勢
の
参
加

り
ま
す
。

三
十
一
日

へ
申
し
込

ま
で
に

み
下
さ さ

小い地
鴫

0

区

申
込
締
切
、

を七円さゾイ月大一障
お
待
ち
し

害
者

回
ふ

会
は

十
九

オ
ン

ー
ボ

れ
ま

十
円

すウ鎌日 、れ福
0

ﾘ取旧)平あ祉

「
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

第
七
十
一
回
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～賛助会員のお知らせ～ ☆皆艤仲巨くしてね☆

福祉会は発足67周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。

知り合いの方や、お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。（組織委員会）

第
五
十
回

宮
様
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
三
日
日

東
京
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
で
三
笠
宮
杯
全
国
障
害
者
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
福
祉
会
か
ら
田
口
圭
一
、
高
木
健

治
、
卯
田
孝
子
、
仲
森
昌
子
選
手
四

名
が
参
加
し
、
プ
ロ
ボ
ー
ラ
ー
と
の

交
流
、
そ
し
て
試
合
ス
カ
ッ
チ
ト
リ

オ
戦
（
ボ
ッ
ク
ス
代
表
選
手
、
プ
ロ

ボ
ー
ラ
ー
、
付
添
役
員
）
を
楽
し
ん

だ
。
個
人
男
子
で
は
田
口
選
手
が
三

位
、
女
子
で
は
卯
田
選
手
が
五
位
入

賞
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ス
カ
ッ
チ
ト

リ
オ
競
技
で
は
田
口
選
手
の
ボ
ッ
ク

ス
内
で
一
位
入
賞
し
賞
品
も
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
表
彰
・
懇
親
会
で
は
男

女
六
位
ま
で
表
彰
、
田
口
選
手
、
卯

田
選
手
に
そ
れ
ぞ
れ
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

授
与
さ
れ
楽
し
い
一
日
が
終
了
し
た

（
体
育
委
員
会
）

第
一
回
日
本
パ
ラ
ス
ボ
ー
ツ
員

健
常
者
ス
ポ
ー
ツ
界
の
最
高
賞

「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
と
同
様
に
日
本

の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
中
か
ら
優

れ
た
成
績
を
残
し
た
選
手
、
団
体
を

表
彰
し
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理

解
の
深
ま
り
や
普
及
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
に
今
年
か
ら
制
定
さ
れ
た

「
日
本
パ
ラ
ス
ポ
ー
ッ
賞
」
に
福
祉
会

会
員
で
あ
る
田
中
義
雄
さ
ん
が
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
よ
り
吹
矢
競
技
に

て
推
薦
を
受
け
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
賞
に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
第
二
、
三
回
と
毎
年
行
わ

れ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
つ
か

当
会
か
ら
も
入
賞
選
手
が
出
る
よ
う

選
手
の
皆
さ
ん
は
よ
り
一
層
切
瑳
琢

磨
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。り

一
層
切
瑳
琢

い
。

（
体
育
委
員
会
）

0、

初
め
て
の
投
稿
記
事

に
も
出
れ

孫
も
高
校

年
の
間
に

で
は
あ
り

あ
、
今
日

五
年
位
前

た
時
は
言

た
。
一
週

禁
止
さ
れ

ま
せ
ん
で

ま
し
た
が

せ
ん
で
し

出
来
、
今

を
元
気
づ

る
犬
で
し

出
掛
け
ら

よ
う
に
な

と
い
う
趣

物
は
今
で

こ
れ
ま
で
私
が
広
報
委
員
長
と
な
っ
て
以

来
、
本
誌
に
て
皆
様
か
ら
記
事
の
掲
載
依
頼

等
を
広
報
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
初
め

て
投
稿
記
事
が
届
き
ま
し
た
の
で
掲
載
さ
番

て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
透
析
二
十
七
年
を
迎
え
て
』

野
田
友
子
（
中
央
区
）

私
は
今
年
透
析
年
齢
二
十
七
才
に
な
り
ま
し

た
、
最
初
は
イ
ヤ
イ
ヤ
と
言
っ
て
い
た
当
時

高
校
生
だ
っ
た
子
供
達
は
、
社
会
人
に
な
っ

て
二
十
年
程
に
な
り
ま
す
。
子
供
の
結
婚
式

に
も
出
れ
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

年
齢
ニ

ヤ
イ
ヤ

子
供
達

な
り
ま

と
思
っ

と
な
っ
て
以

の
掲
載
依
頼

こ
の
度
初
め

で
掲
載
さ
せ

一
＄
も
．
〃
坪
リ

ヤ
ク
乃
夢
密
ユ
頓
な

一

も味りれたけもた、して間葉にもまは生な程つは透
続もまる、て生。はたい位にな生せ死にいにたイ析

な
り
ま

に
か
け

ん
で
し

き
て
居

り
ま
す

表
せ
な

絶
食
が

て
、
う

。
そ
の

じ
め
は

で
も
＋

き
て
お

く
れ
た

そ
の
後

よ
声
フ
に

し
た
。

助
け
に

け
て
い

し
た
。
こ
の
二
十
七

た
事
も
一
度
や
二
度

た
。
朝
起
き
る
と
「
あ

た
」
と
思
い
ま
し
た
。

が
死
の
宣
告
を
さ
れ

い
位
シ
ョ
ッ
ク
で
し

続
き
、
さ
ら
に
水
も

が
い
し
か
認
め
ら
れ

後
少
し
ず
つ
回
復
し

一
滴
の
水
も
飲
め
ま

日
目
に
は
無
事
退
院

り
ま
す
。
当
時
の
私

の
は
飼
っ
て
い
る
い

孫
が
生
ま
れ
一
緒
に

な
り
希
望
を
持
て
る

そ
れ
に
読
書
、
手
芸

な
っ
て
く
れ
、
編
み

ま
す
。
そ
の
お
か
げ

で
友
達
も
沢
山
出

来
、
福
祉
会
と
も

縁
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま

い
ま
す
／
。

てをあら々多市国

ふ
ボ
ー

一
緒

く
れ

で
す

頃
迄

前
中

グ
ラ

動
し

初
心

迎
で

楽
し

楽
し

詳
細

へ
お

式
」
い

ふ
れ
あ
い

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
参
加
者
募
集

あ
な
た
の
記
事
も
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

広
報
委
員
会
で
は
、
会
員
皆
様
か
ら
掲
載
記
事
を
募
集

し
ま
す
。
「
ぜ
ひ
千
葉
身
障
に
掲
載
し
た
い
！
」
「
こ
ん
な

活
動
し
て
ま
す
！
」
「
み
ん
な
に
知
っ
て
貰
い
た
い
！
」

「
活
動
メ
ン
バ
ー
募
集
し
ま
す
！
」
等
広
い
範
囲
で
募

集
し
ま
す
。
又
、
活
動
以
外
で
も
個
人
的
な
作
品
、
例
え

ば
手
工
芸
、
習
字
、
写
真
等
々
、
自
分
の
成
果
を
み
ん

な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
方
な
ど
、
ほ
ぼ
ジ
ャ
ン
ル
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
掲
載
し
て
ほ
し
い
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
ら
連
絡
を
下
さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、
必
ず
掲

載
出
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と

い
う
方
は
広
報
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ｕ
千
葉
身
障
に
掲
載
し
た
い
！
」
「
こ
ん
な

ノ
！
」
「
み
ん
な
に
知
っ
て
貰
い
た
い
！
」

ハ
ー
募
集
し
ま
す
！
」
等
広
い
範
囲
で
募

、
活
動
以
外
で
も
個
人
的
な
作
品
、
例
え

胃
字
、
写
真
等
々
、
自
分
の
成
果
を
み
ん

）
ら
い
た
い
方
な
ど
、
ほ
ぼ
ジ
ャ
ン
ル
は

で
、
是
非
掲
載
し
て
ほ
し
い
方
が
い
ら
っ

絡
を
下
さ
い
。
紙
面
の
都
合
上
、
必
ず
掲

か
り
ま
せ
ん
が
、
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と

委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

れ
あ
い
ソ
フ

ル
チ
ー
ム
で

に
プ
レ
イ
し

る
方
を
募
集

。
４
月
～
加

一
、
毎
週
日
曜

に
千
城
小
学

ウ
ン
ド
に
て

て
い
ま
す
。

者
の
方
も
大

す
。
皆
さ
ん

く
ス
ポ
ー
シ

み
ま
し
ょ
う
。

は
広
報
委
員

問
い
合
わ
せ

０
１
１
１r

下会をで歓活校午月中ては卜

松
岡
多
喜
子
様
（
中
央
区
）

田
中
秀
子
様
（
中
央
区
）

卯
田
孝
子
様
（
中
央
区
）

野
田
友
子
様
（
中
央
区
）

谷
口
勝
信
様
（
中
央
区
）

飛
山
幸
子
様
（
中
央
区
）

畑
中
昌
子
様
（
中
央
区
）

烏
井
章
様
（
花
見
川
区
）

長
谷
川
サ
キ
様
（
稲
毛
区
）

東
茂
昭
様
（
若
葉
区
）

茂
木
雪
子
様
（
若
葉
区
）

宇
山
和
男
様
（
若
葉
区
）

永
島
安
子
様
（
緑
区
）

林
四
郎
様
（
緑
区
）

宮
武
陽
子
様
（
緑
区
）

高
橋
善
治
様
（
緑
区
）

醍
醐
正
子
様
（
美
浜
区
）

大
橋
和
子
様
（
美
浜
区
）

佐
川
京
子
様
（
美
浜
区
）

佐
藤
加
代
子
様
（
美
浜
区
） ー…ーーーーーー…

氏名

佐久間恒夫

住 所

花見川区花園3-14-16

電話番号

090-1428-5099
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